
告

示

道
府
県
名

開

港

名

税

関

名

開
港
所
在
市
町
村
名

率

函
館
港

函
館
税
関

函
館
市

北
斗
市

〇
・
九
五
二
四

〇
・
〇
四
七
六

北
海
道

苫
小
牧
港

函
館
税
関
苫
小
牧
税
関
支
署

苫
小
牧
市

勇
払
郡
厚
真
町

〇
・
九
六
三
二

〇
・
〇
三
六
八

石
狩
湾
港

函
館
税
関
小
È
税
関
支
署
石
狩
出

張
所

小
È
市

石
狩
市

〇
・
四
七
二
六

〇
・
五
二
七
四

宮
城
県

仙
台
塩
`
港

横
浜
税
関
仙
台
塩
`
税
関
支
署

仙
台
市

塩
竈
市

多
賀
城
市

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

〇
・
九
〇
〇
五

〇
・
〇
四
五
三

〇
・
〇
二
九
二

〇
・
〇
二
五
〇

福
島
県

相
馬
港

横
浜
税
関
小
名
浜
税
関
支
署
相
馬

出
張
所

相
馬
市

相
馬
郡
新
地
町

〇
・
〇
六
八
七

〇
・
九
三
一
三

常
陸
那
珂
港

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
日
立
出

張
所

ひ
た
ち
な
か
市

那
珂
郡
東
海
村

〇
・
五
三
〇
〇

〇
・
四
七
〇
〇

茨
城
県

鹿
島
港

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署

鹿
嶋
市

神
栖
市

〇
・
一
〇
〇
〇

〇
・
九
〇
〇
〇

木
更
津
港

横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署
木
更
津

出
張
所

木
更
津
市

君
津
市

富
津
市

〇
・
一
四
六
五

〇
・
六
三
八
五

〇
・
二
一
五
〇

千
葉
県

千
葉
港

横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署

千
葉
市

市
川
市

船
橋
市

習
志
野
市

市
原
市

袖
ヶ
浦
市

〇
・
三
四
三
一

〇
・
〇
〇
五
三

〇
・
〇
四
四
一

〇
・
〇
二
一
二

〇
・
三
五
六
六

〇
・
二
二
九
七

新
潟
県

新
潟
港

東
京
税
関
新
潟
税
関
支
署

新
潟
市

北
蒲
原
郡
聖
籠
町

〇
・
五
二
九
六

〇
・
四
七
〇
四

富
山
県

伏
木
富
山
港

大
阪
税
関
伏
木
税
関
支
署

高
岡
市

射
水
市

〇
・
一
七
〇
六

〇
・
八
二
九
四

三
河
港

名
古
屋
税
関
豊
橋
税
関
支
署

豊
橋
市

田
原
市

〇
・
八
二
一
〇

〇
・
一
七
九
〇

愛
知
県

衣
浦
港

名
古
屋
税
関
豊
橋
税
関
支
署
衣
浦

出
張
所

半
田
市

碧
南
市

高
浜
市

知
多
郡
武
豊
町

〇
・
二
七
七
〇

〇
・
四
五
二
四

〇
・
〇
六
五
一

〇
・
二
〇
五
五

名
古
屋
港

名
古
屋
税
関

名
古
屋
市

東
海
市

知
多
市

弥
富
市

海
部
郡
飛
島
村

〇
・
四
七
一
〇

〇
・
一
〇
二
八

〇
・
〇
七
五
三

〇
・
一
二
四
四

〇
・
二
二
六
五

三
重
県

四
日
市
港

名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署

四
日
市
市

三
重
郡
川
越
町

〇
・
九
五
五
八

〇
・
〇
四
四
二

平成™š年 月™ 日 木曜日 (号外第™˜—号)官 報

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
九
号
中
「
ア
プ
テ
ノ
デ
ュ
テ
ス
・
フ
ォ
ル
ス
テ
リ
（
コ
ウ
テ
イ
ペ

ン
ギ
ン
）
以
外
の
ペ
ン
ギ
ン
目
の
種
」
を
「
ピ
ゴ
ス
ケ
リ
ス
・
ア
デ
リ
ア
エ
（
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
）」に
改
め
、「
み
ず

な
ぎ
ど
り
科
に
属
す
る
種
」
を
「
ペ
ン
ギ
ン
目
に
属
す
る
種
（
換
羽
期
の
も
の
に
限
る
。）」に
改
め
、「
十
五
メ
ー
ト
ル
」

を
「
三
十
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
す
る
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第

七
号
と
し
、
同
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設

置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名
及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

原
則
と
し
て
、
九
月
十
五
日
か
ら
翌
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
は
、
単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機
及
び
飛
行
機

に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
九
百
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
、
多
発

式
の
回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空

域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
さ
れ
た
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。）第
六
条
の
確
認
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
環
境
大
臣
に
よ
る
確
認
を
す
る
か
ど
う
か
の
処

分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
は
、同
条
第
一
項
第
三
号
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
二
十
八
号

特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
一
の
開
港
に

係
る
二
以
上
の
開
港
所
在
市
町
村
の
区
域
が
一
の
税
関
（
当
該
開
港
所
在
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
区
域
と
す
る
税
関
の

支
署
若
し
く
は
出
張
所
又
は
支
署
の
出
張
所
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
税
関
の
支
署
若
し
く
は
出
張
所
又
は
支
署
の
出
張

所
と
す
る
。）の
管
轄
区
域
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
度
分
の
特
別
と
ん
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る

当
該
開
港
所
在
市
町
村
ご
と
の
率
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

›
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